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しながら１万部を制作・配布している。18年
度版のマップには42店舗・56商品が掲載され
ている。

2　加工梨の受発注の仕組み
加工用に使用される市川のなしは、大きさ

やキズなどにより出荷規格を満たしていない
梨であり、食味などは通常のものと変わりは
ない。従来、規格外の梨は生産者の直売所で
試食用やおまけとして提供されていた。18年
度の加工梨の取扱量は36.7トン、取扱高は約
５百万円である。そのうち大口取引先の４社
は農協と直接取引をしている（合計で35トン程
度）。
残りの２トン弱は、商工会議所の会員であ

る和洋菓子店など42店舗が活用している。会
員からの注文は小ロットなので、農協が個別
に対応するのは煩雑という問題があった。そ

こで、商工会議所は会員からの個別
注文を１週間ごとにFAXで受け付
け、一括して農協に発注するように
している。注文書は、商工会議所が
時期になると、過去に取引のあった
会員に複数枚配布している。それ以
外に、商工会議所は市川のなしの加
工販売を拡大するために、新規に開
店した店舗などへの声掛けや、取扱
店には商品数の増加を依頼したりし
ている。会員からの加工梨に対する
要望やクレームを農協にフィードバ
ックすることもしている。
加工梨の取扱期間は８～９月の２

1　市川のなしを活用した商品開発
商品開発のきっかけは、2008年に千葉県市

川市で開催された健康都市連合の国際大会
で、市川市をPRする商材として市川のなしが
取り上げられたことである。市川のなしは07
年８月に特許庁の地域団体商標を取得してお
り、PRする対象としては適していた。しかし、
当時は市川のなしの加工品が一切なかったた
め、商工会議所や農協の職員が地元和洋菓子
店などに依頼して、市川のなしを活用したケ
ーキなどの商品化を実現した。
これを機に、市川のなしのピューレを製造

販売する新たな会社が誕生したり、14年には
市川市農協と山崎製パン㈱が市川のなしを使
った「梨ウォーター」を共同開発・販売をし
ている。商工会議所では、市川のなしを活用
した商品や料理などをPRするために、「市川
のなし 食べ歩きマップ」を毎年リニューアル
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第1図　 市川のなし 食べ歩きマップ
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21会員中６会員（28.6%）が「上がった」、
14会員（66.7%）が「変わらない」と回答し
ている。なかには「リピーターや問合せ
がある」と回答している会員もいる。
市川のなしの生産者は、元々販売して

いなかったものが売れるようになったの
で、所得が向上している。また、地域団
体商標の取得によるブランド化の影響も
あるが、生産者に一体感が出てきている
という。例えば、出荷組合を統合し、出

荷単位を大きくして有利販売につなげたり、
生産者間で品質基準や出荷資材に対する意識
が高まったりしている。２～３年前からは、
農協主体で品質を一定にするために、肥料の
統一化も進めている。
農協と商工会議所との関係ができたことも

取組みの効果である。双方で情報交換や相談
できる関係が構築されており、市川のなしお
よびその加工品のPRの際には、農協と商工会
議所、市がイベントなどを協力して開催する
ことが多い。農協にとっては、商工会議所と
連携することによって、農協の負担を軽減し
ながら、市川のなしや市川とまとの域内取引
が可能となっている。これによって、飲食店
等の会員は市川のなしなどを取り扱うことが
でき、複数の会員が取り組むことによって「市
川市」全体のPRにもつながっている。
このような地域連携によって、地域の農産

物および個店、地域自体の魅力を効果的に伝
えることができ、ブランド化も進めやすいと
いえる。そのためには農協と商工会議所がま
ず連携することが必要と考える。
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か月間、取引単位は10㎏、価格は140円／㎏で
ある。価格については、17年度の商工会議所の
アンケートによると、回答した19会員中13会
員（68.4%）が「妥当」、３会員（15.8%）が「安い」
と回答している。
FAXによる注文は毎週火曜日に締め切ら

れ、同じ週の木曜日に会員は農協の経済セン
ターに加工梨を引き取りに行くようになって
いる。会員のなかには車を保有していなかっ
たり、運転できない者もいるので、４～５店
舗程度ではあるが、商工会議所が個別に配送
しているケースもある。

3　取組みの効果
市川のなしの商品開発・販売によって、新

聞やテレビなどで取り上げられる機会は増加
し、市川のなしおよび市川市自体の知名度は
以前よりも高まっている。その成功を受けて、
14年には「市川とまと」の商品開発・販売も
行われている。商工会議所は、市川のなしと
同様に、会員からの加工トマトの注文を取り
まとめて農協に発注したり、市川とまとの商
品や料理を提供している店舗を掲載した「市
川とまと 絶品メニュー」を制作したりしてい
る（19年度：30店舗・33商品）。
市川のなしととまとを加工販売している会

員への売上げに関するアンケートによると、

第2図　加工梨の受発注の仕組み
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